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バイオ分子基盤かつ臨床指向の学内連携研究ユニット

日本社会の高齢化や新たな感染症の拡大といった問題に対する社会的要請や，昨今の医学
的・生物学的知見の拡大を背景として，メカニズムに依拠した診断・治療法の開発と実施とが強く
求められている．

この実現のためには，疾患の発現が様々なバイオ分子の相互作用によることに強固な学術的基
盤を置き，その挙動を細胞・組織・個体といった階層構造の中で実験的に観測すると共に，定量的
数理モデルで記述・予測することが極めて重要である．学問的には，医学・生物学の最新知見とバ
イオ分子の計測・制御技術や検証のためのヒト培養組織モデル構築といった化学・材料工学から
のアプローチに加え，高度計測のためのメカトロニクスや数理モデル化のための情報工学により
支援するという体制が必要である．

本研究連携ユニットはこうした観点に立ち、生産技術研究所・医科学研究所・分子細胞生産学研
究所を中心とする多点での学内連携によって、研究の格段の推進を図ることを目的とし，2010年
12月に設立された．

生研・医科研・分生研からなる学内多部局研究連携ユニット

生研ユニット

連携窓口：津本浩平
（生研の研究担当）

医科研ユニット

連携窓口：宮島篤

分生研ユニット

●臨床試験
（診断治療）

●ヒト正常疾患
試料網羅解析

●三次元
組織化

既設組織を横断する「研究連携ユニット」

●生体高分子の設
計・反応・相互作

用解析と制御

●前臨床試験

●ヒト正常疾患
iPS細胞分化誘導

バイオ分子工学 培養ヒト臓器モデル

数理解析 診断・評価
デバイス化

・附属病院を保有
・ＴＲを標榜

・工学全領域をほぼ網羅
・融合研究の推進を標榜

・最先端の基礎細胞生
物学に特化

連携窓口：酒井康行・畑中研一


